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二
〇
〇

一
年
の
ノ
ー
ベ
ル
化

学
賞
に
、
名
古
屋
大
学
大
学
院

の
野
依
良
治
教
授
ら
三
人
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
同
教
授
の
弟
子

に
当
た
り
、
長
年
に
わ
た

っ
て

共
同
研
究
を
進
め
て
き
た
人
と

し
て
、
恵
那
高
第
１８
回
卒
業
の

鈴
木
正
昭

・
岐
阜
大
学
工
学
部

教
授

（五
四
歳
、
生
命
工
学
科
、

中
津
川
市
千
旦
林
出
身
）
が
い

ま
す
。

野
依
教
授
は
、
十
月
中
旬
、

横
浜
市
で
開
か
れ
た

『第
八
回

新
化
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』

で

「
二
十

一
世
紀
に
お
け
る
化

学

の
可
能
性
」
と

い
う
基
調
講

演
を
し
た
際
も
、
ノ
ー
ベ
ル
賞

の

『触
媒
不
斉
合
成
』
を
説
明

し
た
後
、
鈴
木
教
授
と
共
同
研

究
し
て
い
る

『
脳
内
の
分
子
化

学
』
を
説
明
し

「化
学
者
が
脳

研
究
に
貢
献
で
き
る
可
能
性
を

示
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
最
新

の
研
究
成
果
を
紹
介
し
ま
し
た
。

本
号
で

『特
集

・
年
度
別
の

卒
業
生

一
覧
表
』
を
掲
載
す
る

予
定
で
し
た
が
、
会
員
の
皆
様

か
ら
た
く
さ
ん
の
原
稿
を
お
寄
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更
に
、
鈴
木
さ
ん
は
ス
ト

ッ

ク
ホ
ル
ム
で
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
授

賞
式
に
も
、
野
依
教
授
に
随
行

す
る
予
定
に
な

っ
て
い
る
ほ
ど

で
す
。

野
依
さ
ん
は
、
鈴
木
さ
ん
が

名
古
屋
大
学
卒
業
後
、
米
国

ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
で
学
ん
で
い
た

一
九
七
七
年

（
昭
和

五
二
）
、

「
日
本
の
将
来
の
た
め
に
若
い
人

た
ち
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
」

と

連

れ

戻
し

に
来

ま

し
た

。

こ
の
言
葉
に
感
銘
を
受
け
た
鈴

木
さ
ん
は
、
同
年
、
日
本
に
戻

り
、
野
依
さ
ん
の
研
究
室
に
助

手
、
助
教
授
と
し
て
参
加
、
九

〇
年

（平
成
二
）
ま
で
野
依
さ

ん
の
研
究
を
支
え
て
き
た
の
で

す
。今

年
の
五
月
、
将
来
を
嘱
望

さ
れ
る
鈴
木
さ
ん
は

「
国
の
学

術
創
成
研
究
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」

と

い
う
、
極
め
て
重
要
で
大
規

模
な
学
術
研
究
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
リ
ー
ダ
ー
に
就
任
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
文
部
科
学
省

の
管
轄

の

下
に
、
国
の
知
的
資
産
を
形
成

す
る
た
め
戦
略
的
に
新
学
問
の

領
域
を
開
拓
す
る
の
が
目
的
の

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ

ち
ら
を
優
先
し
、
特
集
は
次
号

に
延
期
し
ま
す
。

次
号
も
多
く
の
ご
寄
稿
を
お
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事
業
。
具
体
的
に
は
、
日
本
独

自

の
新
薬
開
発
に
つ
な
が
る
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
新
し
い

基
礎
理
論
を
組
み
立
て
よ
う
と

い
う
も

の
で
す
。
こ
の
た
め
、

今
年
度
か
ら
五
年
間
で
約
十
三

億
円
の
予
算
を
投
ず
る
と
い
う
、

我
が
国
で
も
最
も
重
要
な
学
術

研
究
の

一
つ
に
な
り
ま
す
。

研
究
者
は
有
機
化
学
者
を
中

心
に
将
来
を
嘱
望
さ
れ
る
若
手

願
い
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に

よ
り
、
再
び
特
集
が
掲
載
で
き

な
い
と
き
は
、
『創
立
８０
周
年
記

念
誌
』
に
掲
載
す
る
予
定
で
お

り
ま
す
。
ど
う
か
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
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研
究
者

二
十
二
人
が
選
ば
れ
、

医
学
、
工
学
、
生
物
学
な
ど
、

今
ま
で
の
学
問
の
枠
を
取
り
払

い
、
全
国

の
大
学
、
研
究
所
、

民
間
企
業

の
頭
脳
を
結
集
し
、

鈴
木
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

同
窓
会
員

一
同
、
鈴
木
さ
ん

の
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
、

心
か
ら
声
援
を
贈
り
ま
し
ょ
う
。

旧 の学術創成研究
リ ー ダ

車
にプロジェクト」の

野依教授夫妻 (前列)と鈴木正昭教授 (後列左 )

3年前に撮影したもの

新
学
問
の
領
域
開
拓
が
目
的

生
命
科
学
に
新
方
法
論
を
創
造

鈴
木
さ
ん
は
今
後
の
抱
負
を
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

現
在
、
化
学
、
生
物
学
、
医

学
と

い
っ
た
単
独
学
問
領
域
だ

け
で
は
、
解
決
で
き
な
い
多
く

の
重
要
な
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
な

ど

の
脳
機
能
疾
患

の
克
服
は
、

そ
の

一
つ
で
す
。
こ
の
よ
う
な

問
題
は
、
生
命
科
学
に
新
た
な

方
法
論
を
創
造
し
な
け
れ
ば
、

解
決
で
き
ま
せ
ん
。

私
の
提
案
は
我
が
国
で
は
だ

れ
も
試
み
た
こ
と
が
な
い
、
化

学
、
生
物
学
、
医
学
融
合
型
新

領
域

の
創
成
で
す
。
本
研
究
に

よ
り
高
齢
化
社
会

へ
の
対
応
は

も
と
よ
り
、
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
学
問
が
出
来

上
が
る
で
し
ょ
う
。
来
年
は
医

学
部

へ
移
り
、
大
学
院
に
新
設

さ
れ
る

『
再
生
医
科
学
』
専
攻

に
新
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

目
標
に
向
か

っ
て
邁
進
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
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０
記
念
事
業
の
募
金
活
動
　
順
調
に
進
む

遠
隔
地

・
若
年
会
員
目
立
つ

三
か
月
で
目
標
の
閲
％
達
成

母
校

・
恵
那
高
等
学
校
は
、

来
年
、
創
立
八
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。

そ
の
記
念
事
業
の

一
つ
と
し

て

「
同
窓
会
事
務
局
の
設
置
と

専
任
嘱
託
員
の
配
置
」
が
決
ま

り
、
八
月
、
会
報

『城
陵
』
創

刊
号
と
寄
付
金
趣
意
書
を
送
付

し
て
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

多
数
の
皆
様
の
ご
賛
同

・
ご
厚

意
に
よ
り
、
極
め
て
順
調
に
進

ん
で
お
り
ま
す
。

十

一
月
六
日
現
在
の
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

☆
目
標
額
…
二
〇
〇
〇
万
円

★
受
付
件
数
…

一
〇
四
三
件

★
受
付
額
…

一
〇
〇

一
万
円

☆

一
件
平
均
…
九
五
九
九
円

★
達
成
割
合
…
五
〇

。
一
％

七
十
周
年
の
募
金
と
比
べ
て

み
た
今
回
の
特
徴
は
、
①
会

報

・
募
金
趣
意
書
を
読
ん
で
、

遠
隔
地
の
会
員
も
、
い
ち
早
く

募
金
に
応
じ
て
い
た
だ
き
、
七

十
周
年
よ
り
出
足
好
調
で
あ
る

こ
と
、
②
就
職
会
員
だ
け
で
な

く
大
学
在
学
中
の
会
員
ま
で
募

金
に
応
じ
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
、
③
七
十
周
年
の

一
件
当

た
り
金
額

（最
終
）
約
二
万

一

千
六
百
円
に
対
し
て
、
か
な
り

小
日
化
し
て
い
る
が
、
件
数
は

増
加
傾
向
で
あ
る
こ
と
な
ど
。

★
募
金
‥

一
口
・
五
〇
〇
〇
円

★
特
典
…
二
国
以
上
こ
寄
付
い

た
だ
い
た
方
に
は
、
記
念
誌

を
贈
呈
し
ま
す
。

★
方
法
…
振
り
込
み
用
紙
は
趣

一昼
書
に
同
封
し
て
あ
り
ま
す
。

募
金
目
標
額
達
成
の
た
め
、

会
員
の
皆
様
の
ご
贅
同
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

炎上した旧木造校舎。この風格あるデザインを懐かしむ声が高い

絞
舎
建

て
替
え
鋳
国
が
き
議
し
た

デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
決
定
饉
参
閂
瞳

現
校
舎
が
竣
工
し
た
の

は
、　
一
九
六
三
年

（昭
和
三

八
）
八
月
で
す
。
前
年
八
月

の
校
舎
炎
上
か
ら

一
年
、
涙

な
が
ら
焼
け
跡
に
立
ち
尽
く

し
た
日
か
ら
の
、
誠
に
力
強

い
復
活
で
し
た
。
当
時
の
深

井
校
長
始
め
職
員
、
生
徒

一

九
と
な
っ
て
の
尽
力
と
、
関

係
者
の
方
々
の
絶
大
な
支
援

が
し
の
ば
れ
ま
す
。

そ
の
後
の
本
校
の
発
展
は
ご

承
知
の
と
お
り
。
し
か
し
校
舎

炎
上
か
ら
、
来
年
、
創
立
記
念

の
年
は
四
十
年
が
経
過
し
ま
す
。

新
時
代
の
本
校
の
在
り
方
が
基

本
的
に
問
わ
れ
る
今
、
校
舎
建

て
替
え
の
時
期
も
迫

っ
て
い
ま

す
。
生
徒

・
職
員

・
保
護
者

・

同
窓
会
な
ど
の
学
校
関
係
者
が

こ
れ
を
収
録
し
た

『
同
窓
会
員

名
簿
』
は
、
同
窓
会
員
、
級
友

と
の
交
際
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
常
備
品
で
す
。
あ
な
た
も
、

是
非
、　
一
冊
お
備
え
く
だ
さ
い
。

☆

『同
窓
会
員
名
簿
』

一
冊
　
五
〇
〇
〇
円

★
申
込
み
方
法
…
同
封
の
確

認
カ
ー
ド
に
こ
記
入
の
上
、

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

改
築
計
画
に
参
加
し
た
学
校
づ

く
り
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

国
際
化

・
情
報
化

・
心
の
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
伝
統
校
と
し

て
の
未
来
の
本
校
の
風
姿
を
決

定
す
る

一
大
事
に
、
会
員
の
皆

様
の
参
画
を
是
非
お
願
い
し
ま

す
。次

の
二
つ
の
視
点
か
ら
ご
意

見
を
頂
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

①
本
校
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

（考
え
方
）

②
特
色
あ
る
校
舎
の
デ
ザ
イ
ン
、

シ
ン
ボ
ル
な
ど
に
つ
い
て

絋
辣
楔
趙
驚

響
晰
燎
詈
冬
ゾ

創
立
八
十
周
年
記
念
事
業

の

一
つ
と
し
て

『同
窓
会
員
名
簿
』

を
発
行
し
ま
す
。

規
格
は
Ｂ
５
版
、
約
七
〇
〇

ペ
ー
ジ
。
内
容
は
、
会
員
氏
名
、

郵
便
番
号
、
現
住
所
、
電
話
番

号
な
ど
で
、
索
引
し
や
す

い
卒

業
年
度
順
で
す
。

８０
年
を
経
た
今
、
卒
業
生
の

総
数
は
二
万
三
千
人
を
超
え
、

記
念
事
業
の
全
体
を
協
議

創
立
８０
周
年
記
念
事
業

・
実
行

委
員
会
＝
第
３
回
実
行
委
員
会

を
九
月
二
十
七
日
、
十
九
名
が

出
席
し
て
開
催
し
た
。

［現
在
ま
で
の
取
組
み
状
況
］

と

［今
後
の
取
組
み
］
を
協
議

（詳
細
は
委
員
会
の
議
題
参
照
）

名
簿
広
告
の
募
集
を
開
始

財
務
推
進
委
員
会
＝
十
月
十

五
日
、
十
六
名
が
出
席
し
て
第

１
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

①
名
簿
掲
載
の
広
告
依
頼
者

の
リ
ス
ト
作
成
、
②
会
報
２
号

と

一
緒
に
広
告
依
頼
文
発
送
、

③
第
２
回

・
第
３
回
委
員
会
で

募
集
状
況
の
確
認
し
協
議
。

名
簿

の
訂

正
作

業
行
な
う

名
簿

。
記
念
誌
作
成
委
員

会
＝
八
月
二
十

一
日
か
ら
三
日

間
に
か
け
、
全
推
進
委
員
が
ク

ラ
ス
会
名
簿
な
ど
を
持
ち
寄
り
、

住
所
不
明
の
会
員
の
解
明
作
業

を
行
な
い
会
報
を
再
発
送
。

名
簿

の
作
成
計
画

決

め
る

名
簿

・
記
念
誌
作
成
委
員

会
＝
十
月
十
六
日
、
二
十
五
名

が
出
席
し
て
、
第
１
回
委
員
会

を
開
き
、
次
の
議
題
を
協
議
。

①
各
卒
業
年
次
の
推
進
委
員

の
選
定
と
住
所
不
明
者
の
解
明
、

②
会
報
第
２
号
の
発
行
と
個
人

デ
ー
タ
の
調
査
、
③
記
念
誌
の

原
稿
完
成

（五
月
）
、
④
名
簿
の

原
稿
完
成

（七
月
）
、
⑤
名
簿

・

記
念
誌
完
成

（十
月
）

総
務
は
行
事
予
定
を
検
討

総
務
委
員
会
＝
十

一
月
七
日
、

八
名
が
出
席
し
て
第
１
回

・
委

員
会
を
開
き
、
業
務
内
容
の
確

認
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

協
議
し
た
。
式
典
後
の
祝
賀
会

実
施
に
つ
い
て
意
見
が
出
た
。

議
題
に
校
舎
の
改
築
計
画

学
校
評
議
委
員
会
＝
十

一
月

十
三
日
、
十

一
名
が
出
席
し
て

開
催
。
議
題
は

「
校
舎
改
築
整

備
計
画
に
つ
い
て
」
。
基
本
構
想

に
つ
い
て
検
討
し
、
同
窓
会
報

で
広
く
ア
イ
デ
ィ
ア
を
求
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。

式
典
に
趣
向
を
凝
ら
す

記
念
事
業
委
員
会
＝
十

一
月

十
四
日
、
七
名
が
出
席
し
て
第

１
回
委
員
会
を
開
い
た
。

①
記
念
式
典
の
式
次
第
の
検

討

（十
四
年
十

一
月
十
日
、
恵

那
文
化
セ
ン
タ
ー
）
②
記
念
講

演
の
講
師
選
定
、
③
卒
業
年
次

別
の
校
旗
作
成
、
④
前
夜
祭
を

実
施
し
た
ら
ど
う
か
な
ど
。

勁
一憲
〓
〓
〓
〓
〓
〓
一
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蜀
嘔
眩
隋
瘍
巫
晰
佛
剋
隋
鶉
鶯

特
典
…
申
込
者
に
名
簿
を
贈
呈

『
同
窓
会
員
名
簿
』
に
掲
載

す
る
広
告
の
受
け
付
け
を
開
始

し
ま
す
。
同
窓
会
員
の
皆
様

の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
し

ま
す
。

ま
た
、
同
窓
会
員
以
外
の

一

般
企
業

の
協
賛
広
告
も
歓
迎
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
に
対
し

て
も
、
周
知
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
掲
載
料
金

一
ベ
ー
ジ
全
枠
　
五
万
円

三
分
の

一
ペ
ー
ジ
枠
　
一二
万
円

▼
特
典
…
広
告
の
申
込
み
を
さ

れ
た
方
に
は

『同
窓
会
員
名

簿
』
を

一
冊
贈
呈
し
ま
す
。

▼
申
込

み
方
法
…
同
封
の
確

認
カ
ー
ド

（返
信
用
葉
書
）

一一一一
・
一一一一一一一・・一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一
一一一一一一一

阿
部
校
長
は
若
い
こ
ろ
、
小
諸

塾
の
教
師
だ
っ
た
藤
村
か
ら
英
語

を
教
わ
っ
た
の
で
、
そ
の
縁
を
頼

り
に
作
詩
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
断

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
①

大
作

『夜
明
け
前
』
の
構
想
が
固

ま
っ
て
き
た
時
期
で
あ
る
こ
と
、

に
○
印
を
付
け

て
返
送

の

上
、
同
封

の
広
告
原
稿
用

紙

に
原
稿
を
記
入
し
、
封

筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
代

金

支

払

い
…
同
封
の
振

込
み
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
申

込

み
期

限

…
平
成
十
四

年
三
月
三
十

一
日
ま
で
。

▼
詳
細

は
、
同
封

の

『
広
告

掲

載

ご
協

力

の
お
願

い
』

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一一一一一一一一一一一

②
詩
作
を
離
れ
て
か
ら
年
月
が
立

ち
過
ぎ
て
い
る
こ
と
、
③
若
い
人

の
校
歌
だ
か
ら
若
い
新
進
気
鋭
の

人
が
ふ
さ
わ
し
く
、
自
分
は
不
適

格
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

一
九
二
八
年

（昭
和
三
）
夏
の

終
わ
り
ご
ろ
、
再
度
上
京
し
て
懇

願
す
る
阿
部
校
長
に
藤
村
も
折
れ
、

『夜
明
け
前
』
の
取
材
で
知
っ
た
木

曽
福
島
の
所
三
男
さ
ん
を
紹
介
し
、

補
作
す
る
こ
と
も
承
諾
し
ま
し
た
。

そ
の
帰
途
、
阿
部
校
長
は
福
島
の

土
蔵
仮
住
ま
い
の
所
さ
ん
宅
に
立

ち
寄
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
所
さ
ん
は
、　
一
九
〇
〇
年

（明
治
三
三
）
松
本
市
生
ま
れ
で
当

母
校
の
校
歌
は

「
昭
和
四
年

度
か
ら
歌
わ
れ
た
」
と
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
詳
細
は
不
明
で
す
。

一
．一一一一一一一一一
一一一一一一一一一・一・一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一．一一一一
・
一一一一一一一
一一一一一一一一一一一

時
二
十
七
歳
。
教
員
で
生
計
を
立

て
な
が
ら
歌
作
の
道
を
進
も
う
と
、

国
学
院
大
学
高
等
師
範
科
へ
入
学

し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
年
五
月
の
木

曽
福
島
の
大
火
で
妻

・
松
枝
さ
ん

の
実
家

・
勝
野
家
が
焼
け
、
同
家

再
建
の
た
め
大
学
中
退
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

阿
部
校
長
の
依
頼
を
聴
い
て
所

さ
ん
は
断
り
ま
し
た
。
な
に
し
ろ

短
歌
は
趣
味
で
校
歌
と
は
無
縁
で

は
な
い
に
し
て
も
、
肝
心
な
大
井

町
に
つ
い
て
の
知
識
が
少
な
く
、

知
っ
て
い
る
こ
と
と
言
え
ば
松
枝

さ
ん
の
祖
母

・
さ
く

（古
山
久
親

の
娘
、
妹

・
千
代
は
馬
籠

。
大
脇

ど
な
た
か

「校
歌
の
完
成
時
期

を
記
録
し
た
資
料
」
を
お
持
ち

の
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

例
え
ば

『恵
那
中
学
校
同
窓

会
会
報

・
第
三
号
』
（昭
和
四
年

発
行
、
規
格
は
Ｂ
５
版
）
に
は

「校
歌
の
完
成
時
期
」
の
記
録
が

あ
る
と
推
定
さ
れ
た
め
、
同
誌

を
捜
し
て
い
ま
す
。

写
真
は
昭
和
三
年
発
行
の
同

一一一一一一一
一一一一一一
一・一一一一一●
．一一一一一一一一一・一一．一一一一一一一一一・・一一一一一一・
一一一一
・一一一一

家
へ
嫁
ぎ
藤
村
の
初
恋
の
人
と
言

わ
れ
る

「お
ゆ
う
」
を
生
む
）
の

実
家
の
あ
る
町
と
い
う
程
度
だ

っ

た
か
ら
で
す
。
し
か
し
藤
村
の
推

薦
と
あ
っ
て
は
断
れ
ず
、
作
詩
期

間

一
か
月
を
も
ら
い
ま
し
た
。

大
井
町
へ
出
向
い
た
所
さ
ん
は

沸
き
上
が

っ
た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、

一
晩
で
四
節
の
歌
詞
に
ま
と
め
上

げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
福
島
へ
帰

っ
て
読
み
返
し
て
み
る
と
、
生
硬

で
語
感
の
悪
さ
が
目
立
ち
、
悪
戦

苦
闘
の
推
こ
う
が
続
き
、
よ
う
や

く
歌
詞
を
送
り
出
し
た
と
き
は
、

約
束
の
期
限
ぎ
り
ぎ
り
で
し
た
。

藤
村
の
補
訂

（「作
詞
」
が
詩

人
ら
し
く

「作
詩
」
と
な
っ
て
い

る
）
と
作
曲
も
終
わ
り
、
校
歌
が

歌
わ
れ
始
め
た
の
は
、　
一
九
二
九

年
度

（昭
和
四
）
か
ら
で
す
が
、
詳

し
い
時
期
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

誌

・
第
二
号

（古
山
茂
久
さ
ん

［中
２‐
］
所
蔵
）
で
す
が
、
同
年

秋
、
天
皇
ご
即
位
の
記
念
事
業

と
し
て
①
校
旗
制
定
、
②
校
歌

制
定
、
③
制
服
ボ
タ
ン
の
改
定

の
三
件
が
決
定
さ
れ
、
校
歌
は

「作
詞
を
島
崎
藤
村
先
生
に
、
作

曲
を
草
川
宣
雄
先
生
に
依
頼
」

と
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
の
経
過
は
、
第
三
号

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
同
誌
を
所
蔵
の

方
は
、
ど
う
か
同
窓
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
時
は
流
れ
て

一
九
六
九

年

（昭
和
四
十
四
）
ご
ろ
、
所
さ

ん
は
岐
阜
県
史
編
さ
ん
室
勤
務
の

丸
山
幸
太
郎
さ
ん

［高
８
］
か
ら
、

校
歌
が
今
も
歌
わ
れ
て
い
る
と
聴

き
驚
き
ま
し
た
。
高
校
に
な
っ
て

廃
止
と
思

っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

早
速
、
歌
詞
を
眺
め
て
み
る
と
、

少
な
く
と
も
第
二
、
三
、
四
節
の

結
句
は
自
分
が
作
詩
し
た
記
憶
が

な
く
、
こ
の
部
分
は
藤
村
が
補
作

し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
一
度
、
恵
那
高

へ
行

っ
て
み

た
い
」
と
い
う
所
さ
ん
の
願
望
に

こ
た
え
て
、
そ
の
年
、
丸
山
さ
ん

は
七
、
八
人
の
同
窓
生
を
誘

い
、

所
さ
ん
を
母
校
へ
案
内
し
ま
し
た
。

所
さ
ん
の
前
で
彼
ら
が
愛
す
る
校

歌
を
歌

っ
た
と
き
、
所
さ
ん
の
目

か
ら
光
る
も
の
が
あ
ふ
れ
出
ま
し

た
。

八十年
・のオ腸枡降

校
歌
の
誕
生
＝
作
詩
者
の
巻
＝

一
九
二
二
年

（大
正

一
一
）
恵

那
中
学
校
の
創
立
当
時
の
阿
部
栄

之
助

・
初
代
校
長
は
、
最
初
、
校

歌
の
作
詩
は
島
崎
藤
村
、
作
曲
は

弘
田
龍
太
郎
を
予
定
し
て
い
た
よ

う
で
す
。

若き日の所さん (昭 和 7年撮影、31歳 。
校歌を作詩して 4年後)。 後に文学博士、
徳川林政史研究所長、『岐阜県史』監修者
となる

『機
歌
』
の
完
成
は
い
つ
か
？

解
明
資
料
を
捜
し
て
い
ま
す

「校
歌
」
の
作
詩
は

二
七
歳
の
所
三
男
ざ
ん



2001年 (平成 13年 )12月 1日 (土 )
恵那高等学校同窓会報 第 2号 (4)

晩
秋
か
ら
初
冬
へ
―
城
ヶ
丘
に

風
荒
ぶ
時
季
と
な
り
ま
し
た
。
私

の
日
前
に
は
、
皆
様
に
な
じ
み
の

秋
色
濃
い
城
ヶ
丘
の
光
景
が
展
開

し
て
い
ま
す
。

校
庭
の
永
井
浩
先
生

［中
１９
５

卒
］
の

『志
向
』
像
脇
に
立
つ
花

の
本
は
、
今
が
紅
葉
真
っ
盛
り
で

す
。
鮮
や
か
な
朱
色
が
、
澄
ん
だ

青
空
に
ひ
と
き
わ
映
え
、
背
景
の

笠
置
山
の
稜
線
も
、
と
り
わ
け
美

し
く
、
な
だ
ら
か
な
山
容
を
く
っ

き
り
と
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
ま

す
。先

日
、
秋
の
さ
わ
や
か
な

一
日
、

恵
那
高
校
の
近
く
を
散
歩
し
て
い

た
と
き
の
こ
と
で
し
た
。
「朝
立
ち

く
れ
ば
」
の
城
陵
歌
が
ふ
と
胸
に

沸
き
上
が
り
、
数
十
年
前
の
日
々

が
、
日
の
前
の
恵
那
高
生
の
姿
と

重
な
っ
て
、
懐
か
し
く
よ
み
が
え

っ
て
き
ま
し
た
。
同
窓
会
の
皆
様

の
多
く
も
、
折
に
ふ
れ
て
、
こ
の

よ
う
な
感
慨
を
お
持
ち
に
な
る
こ

と
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

恵
那
高
等
学
校
同
窓
会
は
、
こ

の
城
ヶ
丘
で
の
青
春
の
一
ペ
ー
ジ

を
時
を
超
え
て
共
有
し
、
会
員
の

暑
い
暑
い
今
年
の
夏
に
産
声
を

あ
げ
た
私
た
ち
の

『城
陵
』
が
ひ

と
わ
た
り
会
員
の
皆
様
の
手
元
に

届
く
と
、
全
国
津
々
浦
々
か
ら
、

温
か
い
励
ま
し
の
声
と
共
に
、
心

の
こ
も
っ
た
ご
厚
志
が
次
々
に
寄

精
さ
ん

［中
２２
］
の
労
を
惜
し
ま

ぬ
探
求
に
よ

っ
て
、
校
歌
の
作

詩

・
作
曲
の
所
三
男

・
草
川
宣
雄

両
氏
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
、

校
歌
誕
生
の
秘
話
も
、
追
々
明
か

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

の
手
に
よ
っ
て
深
め
ら
れ
、
ま
た
深

め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
、
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

先
の
永
井
先
生
の

『志
向
』
像

の
横
に
こ
の
程

一
つ
の
碑
が
建
立

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
高

本
校
の
行
く
末
を
展
望
し
、
そ
れ

に
寄
せ
る
熱
い
意
思
を
集
約
し
た

も
の
で
す
。
高
校
四
回
生
の
方
々

と
、
市
の

『碑
の
町
づ
く
り
委
員

〈こ

の
寄
贈
に
な
る
も
の
で
す
。

高
い
志
こ
そ
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
の
野
依
教
授
と
、
そ
の
愛
弟
子

鈴
木
正
昭
氏
に
共
通
す
る
特
性
で

す
。
志
向
は
、
光
よ
り
早
く
、
現

在
の
自
分
と
将
来
の
自
己
の
風
姿

と
を
結
ぶ
も
の
だ
、
と
い
う
言
葉

が
あ

つ
た
は
ず
で
す
。
あ
の
風
格

高
か
っ
た
旧
校
舎
炎
上
か
ら
四
十

年
、
校
舎
建
て
替
え

の
時
期
も

追
々
迫

っ
て
き
て
い
る
折
も
折
、

私
共
は
在
校
生
共
々
、
高
邁
な
る

志
を
抱
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
切

実
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

『創
立
八
十
周
年
』
に
思
う

恵
那
高
等
学
校
長

石
井

新
太
郎

胃
望

せ
ら
れ
、
胸
が
熱
く
な
る
思
い
を

し
て
い
ま
す
。

更
に
、
八
十
年
の
歴
史
が
今
刻

一
刻
と
明
ら
か
に
さ
れ
、
深
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
誌
編
集
の
古
山

広
島
原
爆
記
念
公
園
内
に
あ
る

『学
徒
動
員
戦
没
者
慰
霊
塔
』
に
刻

ま
れ
た

「岐
阜
県
恵
那
中
」
の
文

字
の
由
来
も
、
こ
の
度
明
ら
か
に

さ
れ
ま
し
た
。
歴
史
は
後
世
の
者

さ
三
メ
ー
ト
ル
の
花

」ヽう
岩
に
刻

ま
れ
る
の
は

『飛
天
』
の
二
文
字
で

す
。
こ
の
意
は
、
新
世
紀
を
迎
え

た
年
に
、
学
び
の
日
々
を
共
に
こ

の
地
に
送
っ
た
全
生
徒

・
職
員
が
、

の
推
進
の
た
め
、
各
卒
業
回
数
ご

と
に
実
行
委
員
が
選
定
さ
れ
、
献

身
的
な
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
ま

す
。
例
え
ば

『名
簿
作
成
委
員
会
』

で
は
、
八
月
の
三
日
間
、
同
級
会

の
名
簿
を
持
ち
寄
っ
て
、
懸
命
な

た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
実
行
委
員

が
未
確
定
の
卒
業
年
次
が
あ
る
た

め
、　
一
部
に
遅
れ
が
生
じ
て
お
り

ま
す
が
、
早
急
な
体
制
作
り
に
と

り
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

支
部
組
織
に
つ
き
ま
し
て
は
、

れ
ら
の
地
区
の
方
々
に
は
、
是
非

と
も
組
織
化
を
お
願
い
し
、
本
会

も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
と
り
つ

つ
、
早
期
の
支
部
結
成
を
図
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

も
と
も
と
恵
那
高
等
学
校
同
窓

組
織
の
強
化
と
活
動
の
充
実
を

恵
那
高
等
学
校
同
窓
会
副
会
長

市
川
　
康
夫

霊
局
‐９
］

親
睦
は
も
と
よ
り
、
母
校
の
更
な

る
発
展
へ
の
協
力
を
目
的
と
す
る

団
体
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
本
会
組
織
に
お
き
ま
し

て
は

『創
立
８０
周
年
記
念
事
業
』

改
訂
作
業
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
後

『財
務
委
員
会
』
に
お
き
ま

し
て
も
、
寄
付
金
や
名
簿
の
広
告

の
お
願
い
の
た
め
東
奔
西
走
さ
れ

る
予
定

に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

各
地
に
支
部
が
組
織
さ
れ
、
む
し

ろ
本
会
よ
り
も
活
発
な
活
動
が
展

開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

恵
南
、
岐
阜
、
関
西
地
区
に
は
、

現
在
、
支
部
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

会
は
、
支
部

・
地
区
の
同
窓
会
活

動
や
卒
業
回
数
別
の
同
級
会

・
ク

ラ
ス
会
の
活
動
に
支
え
ら
れ
て
発

展
し
て
き
た
と
い
え
ま
す
。
出
席

率
の
向
上
を
図
る
た
め
の
創
意
工

夫
を
こ
ら
し
た
企
画
に
は
、
心
か

ら
敬
服
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
地
区

・
卒
業
回
数
別
の

活
動
と
本
会
の
活
動
が
、
両
輪
の

ご
と
く
相
ま

っ
て
、
同
窓
会
の
組

織
の
基
盤
強
化
、
活
動
の
充
実
に

つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

舅
絋
晰
颯
褥

艤
鶉
は
く
渕
睦
颯

各
卒
業
年
次
ご
と
に
開
催
さ

れ
る
同
級
会

・
ク
ラ
ス
会
な
ど

の
主
催
者
に
お
願

い
し
ま
す
。

今
後
、
同
級
会
な
ど
の
た
め
に

『名
簿
』
を
発
行
さ
れ
た
場
合
は
、

誠
に
恐
縮
で
す
が
同
窓
会
事
務

局

へ

一
部
ご
提
供
く
だ
さ

い
。

事
務
局
で
は
、
そ
の
名
簿
を
基

に
同
窓
会
員
の
異
動
、
特
に
住

所
移
転
な
ど
の
訂
正
に
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、　
一
緒
に
当
日
の
資
料
、

写
真
な
ど
も
お
貸
し
く
だ
さ
れ

ば
、
会
報
に
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

骰
鰈
舅
鑽
鮨
瘍

各
支
部

・
地
区
で
同
窓
会
活

動
を
実
施
さ
れ
た
と
き
、
ま
た

は
同
窓
会
員
に
関
す
る
重
要
な

話
題
を
キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
た
と
き

は
、
お
手
数
で
す
が
同
窓
会
事

務
局
ま
で
、
電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

概
要
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

原
稿
は
事
務
局
で
作
成
し
、

会
報
の
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

恵
那
高
同
窓
会
事
務
局

電
　
話
＝
〇
五
七
三
―
一
一六

―

一
三

一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
＝
〇
五
七
三
―
二
六

―

一
三

一
三

輻
颯
瘍
鼈
塚
鞣亀
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大
島
誠
人
種
が
”大
金
墨
縣

変
光
墨
の
増
光
を
キ
ャ
ッ
チ

二
年
生
の
大
島
誠
人

（と
も
ひ

と
）
君

（恵
那
市
大
井
町
）
は
、

七
月
二
十
三
日
午
後
十
時
半
過

ぎ
、
夏
の
星
座

『や
座
』
に
あ
る

変
光
星

「Ｗ
Ｚ
」
を
観
測
中
に
、

急
に
明
る
く
な
る
増
光
と
い
う
現

象
を
世
界
で
一
番
早
く
見
つ
け
ま

し
た
。

変
光
星
は
三
万
ほ
ど
あ
り
、
そ

の
う
ち
の

一
つ

「Ｗ
Ｚ
」
は
、
普

段
十
五

・
五
等
星
程
度
の
弱
い
光

な
の
に
、
一
一十
世
紀
に
三
回
だ
け
、

一
九

一
三
、
四
六
、
七
八
年
に
、

七
等
星
ほ
ど
の
明
る
さ
に
な
る
増

光
を
起
こ
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
天
文
学
者

に
よ
る
発
見
で
あ
り
、
高
校
生
が

自
宅
の
望
遠
鏡
で
見
つ
け
た
の
は

初
め
て
と
い
う

”大
金
星
“
。

ほ
ぼ
三
十
三
年
に

一
度
の
割
合

で
見
ら
れ
る
現
象
で
、
次
回
は
二

〇

一
一
年
ご
ろ
と
予
想
さ
れ
て
い

た
の
に
、
大
島
君
が
十
年
早
い
増

光
を
見
つ
け
、
天
文
愛
好
家
の
知

人
を
通
じ
て
、
日
本
変
光
星
観
測

者
連
盟
と
国
際
変
光
星
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
通

報
。
そ
の
後
、
国
内
を
始
め
、
ベ

ル
ギ
ー
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
海
外
で

も
続
々
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
島
君
は
小
学
校
五
年
生
か
ら

天
文
に
興
味
を
持
ち
、
父
親
か
ら

も
ら
つ
た
古
望
遠
鏡
が
観
測
の
き

っ
か
け
。
六
年
生
か
ら
変
光
星
の

観
測
専
門
に
な
り
、
晴
れ
た
日
は

毎
晩
二
、
三
時
間
、
年
間
百
日
ほ

ど
観
測
。
自
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
が
天

文
台
で
、
冬
季
は
六
枚
ほ
ど
着
込

ん
で
寒
さ
を
し
の
ぐ
と
い
い
、
そ

の
熱
意
が
今
回
の
大
発
見
に
つ
な

が
つ
た
わ
け
。

十
分島
君
は
今
回
の
発
見
に
つ
い

て

「余
り
に
も
明
る
い
の
で
最
初

は
違
う
星
を
見
て
い
る
の
か
と
思

っ
た
。
専
門
家
の
人
た
ち
か
ら

『お
め
で
と
う
―
』
と
祝
福
さ
れ

て
、
す
ご
い
発
見
を
し
た
ん
だ
な

あ
と
実
感
し
た
」
そ
う
で
す
。
そ

し
て

「将
来
は
宇
宙
物
理
学
の
分

野
に
進
ん
で
、
更
に
深
く
変
光
星

の
研
究
が
し
た
い
」
と
、
更
に
大

き
な
夢
を
抱
い
て
い
ま
す
。

表
彰
式
は
十
二
月
十
日
、
県

民
文
化
ホ
ー
ル
未
来
会
館
で
行

わ
れ
、
梶
原
拓

・
岐
阜
県
知
事

か
ら
同
賞
が
贈
ら
れ
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
成
瀬
さ
ん
の
名
前

と
功
績
は
、
県
民
ふ
れ
あ

い
会

館

一
階
に
あ
る

『岐
阜
県
民
栄

誉
賞
銘
板
』
に
記
録
さ
れ
、
永

く
そ
の
栄
誉
が
た
た
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

変光星の観測について説明する大島君

隆
熔
徳
藉
咆
蝙
饂
鰤
胚
馘
骰
仁

今
年
三
月

『第
十
七
回

・
植

物
画

コ
ン
ク
ー
ル
』
で
文
部
科

学
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
本
紙
創

刊
号
で
紹
介
し
た
成
瀬
智
美
さ

ん

（
三
年
、
中
津
川
市
阿
本
）

に
、
岐
阜
県
民
栄
誉
賞
が
贈
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

成瀬智美さん

変
光
星
「
Ｗ
Ｚ
」
の
位
置

恵
那
高
同
窓
会
員
、
恵
那
高

職
員
な
ど
の
出
版
を
紹
介
す
る

欄
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の

方
が
出
版
さ
れ
た
際
は
、
是
非
、

同
窓
会
事
務
局
に

一
冊
ご
寄
贈

く
だ
さ
い
。
こ
の
欄
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

『昭
和
の
子
ど
も
、

田
舎
の
暮
ら
し
』

新
田
鉦
三

［中
１２
］
著

昭
和
初
期
、
新
田
さ
ん
の
幼

少
の
こ
ろ
を
振
り
返

っ
て
つ
づ

っ
た
恵
那
地
方
の
人
々
の
暮
ら

し
の
記
録
。
そ
こ
に
は
美
し
い

自
然
と
共
に
、
子
供
も
大
人
も

助
け
合
う
連
帯
が
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
が
忘
れ
て
い
た
懐
か
し

く
て
貴

い
も

の
を
、
思
い
出
さ

せ
て
く
れ
る
図
書
で
す
。

［平
几
社
新
書
　
七
〇
〇
円
］

『詩
集

。
四
季
の
節
』

田
中
久
雄

［高
１０
］
著

六
十
歳
に
な
り
、
社
会
復
帰

し
た
こ
と
を
契
機
に
刊
行
し
た

詩
集
。
三
十
六
編

の
な
か
で
、

「色
彩
」
「
い
た
ず
ら
に
年
の
流

れ
る
中
で
」
「女
の
人
の
手
」
な

ど
の
作
品
が
素
直
に
ま
と
ま

っ

て
い
る

（中
日
新
聞

「
中
部
の

文
芸
」
か
ら
引
用
）

［自
費
出
版
、
田
中
久
雄
発
行
、

電
話
＝
〇
五
七
三
―
土
五
―
九

一

〇
二
、
五
〇
〇
円
］

『面
白
い
実
験
で

た
し
か
め
る
生
物
の
不
思
議
』

梶
田
高
由
・恵
那
高
教
諭
著

生
物
の
授
業
で
取
り
上
げ
た

ユ
ニ
ー
ク
な
実
験

の
収
録
集
。

テ
ー
マ
は
大
部
分
が
オ
リ
ジ
ナ

ル
だ
そ
う

で
す
が
、
楽
し

い
。

「ボ
ー
ル
ペ
ン
の
線
を
た
ど
る
シ

ロ
ア
リ
」
「も
や
し
に
パ
ー
マ
を

か
け
よ
う
」
「蛍
の
光
り
方
を
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
と
パ
ソ
コ
ン
で
調

べ
よ
う
」
な
ど
。

［自
費
出
版
、
東
京
図
書
出
版
会
発

行
、
星
雲
社
発
売
、　
三
一〇
〇
円
］

『遺
歌
集

・
酒
々
』

水
野
潤
二

［中
１５
］
著

平
成
七
年
に
病
没
さ
れ
た
水

野
潤
二
さ
ん
の
作
品
を
ま
と
め
、

澄
子
夫
人
が
自
費
出
版
さ
れ
た

も
の
で
す
。

［水
野
澄
子
発
行
、
非
売
品
］

『私
家
版

。
お
い
て
け
ば
り
日
記
』

伊
藤
千
恵
著

平
成
十
年
十
二
月
に
死
去
さ

れ
た
伊
藤
善
生
さ
ん

［
中
２４
］

の
夫
人

・
千
恵
さ
ん
が
、
夫

の

魂
と

一
緒
に
生
き
た

一
年
間
を
、

句
と
日
記
で
つ
づ

っ
た
追
悼
記

録
の
自
費
出
版
で
す
。

［伊
藤
千
恵
発
行
、
非
売
品
］
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鼈
祗
餃
隧
仄
鯰
蜃
鋏
袋

踪
莉
塚
綺
瘍
嘴
屹
鰈
鼈
饒

中
学
第
２３
回
生
の
う
ち
、
関

東
地
区
の
在
住
者
で
結
成
し
て

い
る

『首
都
圏
花
の
木
会
』
＝

浅
野
益
秀
会
長
＝
で
は
、
毎
年

一
回
、
東
京
か
横
浜
に
集
ま
り
、

昼
食
を
共
に
し
な
が
ら
ミ
ニ
同

級
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は

「
湯
河
原
温
泉
の
湯

に
で
も

つ
か

っ
て
く
つ
ろ
ご
う
」

と
関
西

・
中
部
地
区
に
も
呼
び

か
け
た
と
こ
ろ
、
十

二
人
の
参
加
希
望
が

あ
り
、
合
計
二
十
七

人
が
集
ま

っ
て
、
六

月
十
五
、
十
六
日
に

一
泊
二
日
で
開
催
し
、
大
変
楽

し
い
有
意
義
な
同
級
会
と
な
り

ま
し
た
。

全
体
の
同
級
会
は
、
毎
年
開

催
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

区
だ
け
が
集
ま
る
会
を
、
今
年
は

恵
那

・
名
古
屋
地
区
の
級
友
に
も

呼
び
か
け
て
、
合
計
三
十
五
人
が

参
加
。
盛
大
で
な
ご
や
か
な
会
と

な
り
、
年
は
と

っ
て
も
”
酒
量
い

ま
だ
衰
え
ず
“
全
員
元
気

一
杯
な

と
こ
ろ
を
見
せ
ま
し
た
。

最
後
に
、
健
康
で
長
寿
を
目

指
し
、
来
年
、
土
岐
市
で
の
再
会

と
を
誓
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。

の
で
、
せ
い
ぜ
い
各
地
で
ミ
ニ

同
級
会
を
こ
ま
め
に
開
き
、
お

互
い
の
交
流
を
深
め
近
況
を
語

り
合
う
よ
う
、
各
地
区
の
委
員

さ
ん
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

鶉
鱚
餞
魃
魃
同
鰺
芍
鰺

鰯

免
八

一
濶

『隆
檄
二
〇
勒
』盆

明
け
の
八

月
十
八
日
、
昭

和
二
十
年
に
入

学
し
た

『恵
中

二
〇
会
』
＝
岩

島
茂
生

・
幹
事

［中
２４
］
＝
の

同
級
会
を
瑞
浪

市

・
み
わ
屋
で

開
き
ま
し
た
。

例
年
、
西
部
地

冬
趙
影
鰊
颯
咤
吻
腋

珀
ン
Ｐ
内
呟
冬
晰
緻
梵
颯
褥
慇

瑕
瑕
蜀
禰
鱚
鰹
判
茫
Å
瞑
畿
飩

今
年
還
暦
を
迎
え
る

『高
校

十

回
生
会
』

＝
市

川
延
之
会

長
＝
は
、
十

一
月
十
七
日
、
名

古
屋
名
鉄

ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
に
百
四
人
が
参
加
し
、
同

|れ14
十回生の記念文集
『花の木』の表紙

賊
1違

11瑠圏難耀IJ:篠

級
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
、
記
念
文
集

『
花

の

本
』
＝
編
集
委
員
代
表

・
鎌
田

公
道
さ
ん
＝
を
全
員
に
配
付
。

こ
れ
は
Ａ
４
版
、
カ
ラ
ー
写
真

―
・　
入
り
、
八
十
六
ベ
ー
ジ
に

も
及
ぶ
一豪
華
な
も

の
で
、

先
生
二
人
を
始
め
五
十

一

人
の
力
作
の
結
晶
。
古
里
、

高
校
時
代
の
思
い
出
か
ら

近
況
紹
介
ま
で
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま
す
。
同
様

の
文
集
を
発
行
し
て
い
る
他
同

級
会
と
、
文
集
の
交
流
を
図
り

た

い
と
か
。
更
に
、
十
回
生
に

は
も
う

一
つ
夢
が
あ
り
ま
す
。

体
育
祭
の
終
幕
を
飾
る
”
フ
ァ
イ

ヤ
ー
ス
ト
ー
ム
“
が
、
十

一
回

生
か
ら
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
に
変

わ
り
途
切
れ
て
し
ま

つ
た
こ
と
。

こ
れ
を
復
活
さ
せ
る
の
が
念
願

で
、
柘
植
章
同
窓
会
長
に
も
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
懇
請
し
て
お
り
、

手
始
め
に
今
回
の
同
級
会
で
再

演
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

十
回
生
の
意
気
は
燃
え
上
が

っ
て
お
り
ま
す
。

元気あふれる中学十三回生の皆さん

『恵中二〇会』参加者の記念写真

湯河原でのミニ同級会への参力口者記念撮影

瘍
楊
雉
鶉
隆
咤
蛉
鰺
鵞

魃
八
鱚
褻
楷

一
褥
瘍
鱚
輻
袋

『中
学
１３
回
生
ク
ラ
ス
会
』
＝

市
川
久
夫

・
幹
事
＝
は
秋
晴
れ
の

十
月
十
三
日
、
中
津
川
市
湯
舟
沢

の
ホ
テ
ル
花
更
紗

（は
な
さ
ら
さ
）

で
、　
一
泊
二
日
、
十

一
人
が
出
席

し
て
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
今
年
亡
く
な
っ
た
田
中

吉
衛
さ
ん
、
岡
部
達
喜
さ
ん
の
め

い
福
を
祈

っ
て
黙
と
う
を
さ
さ
げ

た
後
、
宴
会
。
久
し
振
り
に
出
席

し
た
桜
井
繁
夫
さ
ん
の
思
い
出
の

歌
の
披
露
も
あ
り
、
盛
況
の
う
ち

に
閉
会
。
翌
日
は
ク
ア
リ
ゾ
ー
ト

湯
舟
沢
で
休
憩
し
て
昼
一食
。
来
年

の
ク
ラ
ス
会
を
中
京
地
区
に
決
め

て
散
会
し
ま
し
た
。
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回結誇 る実科 20圃生

跛鼈餡嘔鑽蝙逹隋蝙躙躙
『恵
那
高
実
女
二
〇
回
』
＝
林

三
重
子
幹
事

［実
２０
］
＝
も
毎
年
、

同
級
会
を
行
な
っ
て
お
り
、
今
年

は
六
月
十
五
日
、
南
木
曽
町
の
木

曽
路
温
泉
ホ
テ
ル
に
四
十
二
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
学
年
は
、

団
結
が
固
く

一
体
と
な
っ
て
行
動

し
ま
す
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
戦

争
中
、
十
四
、
五
歳
で
学
徒
動
員

さ
れ
、
工
場
で
起
居
生
活
を
共
に

し
た
か
ら
で
す
。

戦
争
が
激
し
く
な
っ
た

一
九
四

四
年

（昭
和
十
九
）
同
級
生
百
八

十
人
の
う
ち
、
四
十
八
人
が
各
務

原
の
川
崎
航
空
機
へ
動
員
さ
れ
戦

闘
機
の
主
翼
製
作
の
溶
接
作
業
。

五
人
が
学
校
の
ア
ル
マ
イ
ト
エ
場

に
配
属
と
な
り
、
残
り
百
二
十
七

人
は
大
垣
市
の
帝
国
繊
維
大
垣
工

場
へ
動
員
さ
れ
、
落
下
傘
、
飛
行

機
の
翼
に
使
わ
れ
る
麻
の
懇
紡
糸

の
製
作
に
従
事
し
た
の
で
す
。

一
九
九
三
年

（平
成
五
）
五
月

の
同
級
会
に
動
員
時
代
の
写
真
が

持
ち
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
か

ら
話
が
弾
み
、
沼
幸
枝
さ
ん
の
提

案
で
四
十
八
年
ぶ
り
に
帝
国
繊
維

の
訪
間
が
決
ま
り
、
十
月
二
十
五

日
、
同
工
場
へ
の
動
員
組
か
ら
四

十
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
時
の
建
物
は
空
襲
で
焼
け
、

自
動
化
さ
れ
た
新
工
場
に
は
、
か

つ
て
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
当
時
と
同
じ
工
場
内
の
に

お
い
や
部
品
に
触
れ
、
懐
か
し
い

青
春
時
代
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

学徒動員された帝国繊維を訪問した実科 20回生―行 (平成 5年 )

『
自

画

像

』

―

こ
の
文
章
は
、
朝
ロ
カ
ル
チ

ャ
ー
セ

ン
タ
ー
通
信
講
座

の

「自
分
史
入
門
」
に
使
わ
れ
た
教

材
で
す

（編
集
部
）
―

二
年
前

（
一
九
九
九
年
）
の

六
月
、
グ
ル
ド

・
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ

在
日
仏
大
使
か
ら
自
宅
に
手
紙
が

届
い
た
。
「あ
な
た
に
教
育
功
労

章
シ
ュ
ヴ
ア
リ
エ
を
叙
勲
す
る
こ

と
に
賛
同
し
、
喜
ん
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
」
仏
語
で
書
か
れ
た
手
紙

は
こ
ん
な
内
容
だ

っ
た
。

「
ま
さ
か

。
・
・
」
何
か
の

間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
―
勲

章
と
は
無
縁
の
世
界
で
生
き
て
き

東
京
日
仏
学
院
教
務
部

く
ま
が

い
　

や
　

よ
　

こ

熊
谷

八
代
子

胃
望

た
私

の
身

に
、

い

っ
た

い
何

が
？
？
？
穴
の
あ
く
ほ
ど
手
紙
を

見
つ
め
、
し
ば
ら
く
固
ま

っ
て
し

ま
っ
た
。

私

の
勤
務
す
る
Ｎ
学
院
は
、

日
仏
の
文
化
交
流
や
仏
語
の
普
及

ボ
ス
に
仕
え
た
日
々
は
、
ま
さ
に

『修
行
』
の
連
続
で
あ
っ
た
。

外
資
系
企
業
で
働
く
に
ば
、

自
己
ア
ピ
ー
ル
や
理
論
に
長
け
、

粘
り
強
い
交
渉
力
や
ア
グ
レ
シ
ヴ

な
仕
事
ぶ
り
も
要
求
さ
れ
る
。

血
液
型
が
Ａ
型
の
両
親
か
ら
生
ま

れ
た
せ
い
か
、
私
に
は
こ
う
し
た

素
質
が
何

一
つ
備
わ

っ
て
い
な

い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
内
向
的
で
自

己
防
衛
本
能
の
強
い
性
格
は
強
烈

な
個
性
を

「よ
し
」
と
す
る
仏
人

ボ
ス
を
受
け
入
れ
る
の
に
七
転
八

倒
す
る
。
さ
ら
に
仏
外
務
省
か
ら

派
遣
さ
れ
る
上
司
た
ち
は
、
同
国

に
四
年
以
上
留
ま
れ
な
い
か
ら
、

よ
う
や
く
信
頼
関
係
が
築
け
た
こ

ろ
に
は
転
勤
に
な
る
。
息
つ
く
暇

も
無
く
、
次
な
る

『戦
い
』
の
ゴ

ン
グ
は
鳴
ら
さ
れ
、
リ
ン
グ
場
で

メ
ッ
タ
打
ち
に
さ
れ
る
ボ
ク
サ
ー

や
、
太
鼓
を
た
た
か
れ
、
フ
ラ
フ

ラ
に
な
り
な
が
ら
踊
り
続
け
る
猿

回
し
の
猿
と
自
分
の
姿
が

一
つ
に

重
な
っ
て
し
ま
う
。
情
け
な
い
や

ら
、
お
か
し
い
や
ら
。
こ
れ
ほ
ど

自
分
に
合
わ
な
い
職
場
に
よ
く
も

長
く
勤
め
ら
れ
た
も
の
だ
と
驚
嘆

す
る
が
、
今
日
ま
で
辞
め
な
い
で

こ
ら
れ
た
の
は
、
夏
休
み
五
週
間
、

冬
休
み
二
週
間
と
い
う
長
期
休
暇

の
お
陰
で
あ
る
。

十
六
歳
で
芭
蕉
の

『奥

の
細

道
』
に
出
会
い
、
旅
の
空
に
生
涯

を
送
り
た
い
と
、
密
か
に
激
し
く

熱
望
し
た
。
そ
の
せ
い
か
毎
年
、

「旅
」
の
出
来
る
職
場
を
与
え
ら

れ
、
「旅
」
の
キ
ャ
リ
ア
は
三
十

年
以
上
に
な
る
。
仕
事

「命
」
の

キ
ャ
リ
ア

・
ウ
ー
マ
ン
で
も
な
い

私
に
、
な
ぜ
勲
章
が
き
た
の
だ
ろ

う
？
し
つ
く
り
し
な
い
思
い
で
過

ご
し
て
い
る
う
ち
に
、
ふ
と
思
い

当
た
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

二
十
年
も
前
か
ら

「
国
際
感

覚
を
持
つ
若
者
が
、
日
本
に
も
も

っ
と
育

っ
て
欲
し
い
」
と
思
い
始

め
て
い
た
。
二
十
代
に
人
種
の
る

つ
ぼ
で
あ
る
パ
リ
で
、
四
年
近
く

暮
ら
し
、
国
内
外
の
旅
を
続
け
、

仏
人
に
雇
わ
れ
、
島
国
育
ち
の
日

本
人
の
長
所
と
短
所
を
身
を
持

っ

て
感
じ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
全
世
界
が
結

ば
れ
た
新
世
紀
を
生
き
る
若
者
に

は
、
文
化
や
宗
教
、
価
値
観
の
違

う
国
の
人
々
と
対
等
に
堂
々
と
渡

り
合

っ
て
欲
し
い
。
私
に
出
来
る

こ
と
と
一一言
え
ば
、　
一
足
お
先
に
異

国
に
飛
び
込
ん
で
行

っ
た
体
験
や

「旅
」
の
話
を
聞
い
て
も
ら
う
こ

と
く
ら
い
だ
が
、
あ
と
に
続
く
若

者
に

「刺
激
」
を
与
え
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
こ
ん
な
私
の
思
い
を

後
押
し
す
る
た
め
の

「勲
土量

だ

ろ
う
か
？
予
期
せ
ぬ
と
ん
で
も
な

い
物
が
迷
い
込
ん
で
く
る
と
、
あ

れ
こ
れ
と
思
い
を
巡
ら
し
て
し
ま

う
も
の
ら
し
い
。

を
目
的
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
政
府
の

公
式
機
関
で
あ
る
。
教
務
部
長
の

秘
書
と
し
て
二
十
五
年
間
勤
務

し
、
職
場
で
は
最
年
長
、
最
古
参

に
な

っ
て
い
た
が
、
九
人
の
仏
人

鰈
魏
骰
隕
鰈
餃
蝙
悛
蜻
瞼
瑯
鬱

シナイ山頂 (エジプト)で こ来光を迎える熊谷八代子さん
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「科
学
技
術
の
芽
は
少
年
時

代
の

『手
作
り
体
験
』
か
ら
生

ま
れ
、
将
来
、
大
き
な
成
果
を

も
た
ら
す
」
―
―
そ
う
主
張
す

る
の
は
末
松
安
晴

。
国
立
情
報

学
研
究
所
長

（元

・
東
京
工
業

大
学
学
長
）
［中
２４
］
ｏ
こ
の
信

条
は
末
松
さ
ん
の
経
験
か
ら
生

ま
れ
た
も
の
。

坂
下
小
学
校
時
代
の
末
松
少

年
は
、
あ
の
竹
ヒ
ゴ
、
紙
張
り
、

ゴ
ム
動
力
の
模
型
飛
行
機
の
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
。
滞
空
時
間
競
技

で
は
東
濃
地
区
で
優
勝
し
、
岐

阜
県
大
会
に
出
場
し
た
ほ
ど
。

恵
那
中
時
代
は
電
気
模
型
と
ラ

ジ
オ
製
作
に
熱
中
。
ト
ラ
ン
ス

も
モ
ー
タ
ー
も

コ
イ
ル
は
手
巻

き
。
完
成
し
た
電
気
機
関
車
は

本
物
そ

っ
く
り
に
走
り
回
り
、

し
て
、
現
在
も
大
切

に
保
存
し
て
い
ま
す
。

や
が
て
、
趣
味
は

　

ら

ラ
ジ
オ
製
作

へ
と
変

　

ひ

わ
り
、
汽
車
通
学
の

待
ち
時
間
は
、
鉄
砲

屋
電
気
店

（現
在

・

エ
イ
デ
ン
恵
那
店
）

で
連
日
、
組
み
立
て

の
見
学
。
東
工
大
の

大
学
院
時
代

に
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
研
究
所
の
ガ

ラ
ス
エ
場
で
三
極
真

空
管
を
自
作
。
こ
れ

で
組
み
立
て
た
ア
ン

プ
の
音
楽
は
、
長

い

間
、
末
松
青
年

の
心

を
い
や
し
て
く
れ
た

と
か
。

こ
の
手
作
り
体
験
が
物
を

い

い
”
光
通
信
の
パ
イ
オ
ニ
ア
“
を

生
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

夏
休
み
の
宿
題
に
出
し
て
入
賞
。

十
円
硬
貨
よ
り
も
お
粗
末
な
メ
ダ

ル
を
、
恵
那
中
時
代
の
思
い
出
と

一
九
六
〇
年

（昭
和
三
五
）
東

工
大
の
助
手
と
な

っ
た
と
き

”
最

後
の
通
信
―
光
通
信
“
の
実
用
化

に
夢
を
か
け
、
半
導
体
レ
ー
ザ
ー

の
手
作
り
と
理
論
構
築
の
毎
日
。

『恵
那
中
魂
』
は
、
つ
い
に
日
本

の
光
フ
ア
イ
バ
ー
通
信
技
術
が
、

世
界

一
に
輝
く
の
に
貢
献
し
ま
し

た
。
髪
の
毛
ほ
ど
の
光
フ
ア
イ
バ

ー

一
本
で
、
電
話
数
万
通
話
は
昔

の
話
。
今
や

一
本
で
１
メ
ガ
バ
イ

ト
の
画
像
を
１
０
０
万
も
送
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
九
九
三
年

（平
成
五
）
東
工

大
の
学
長
を
退
任
し
、
高
知
工
科

大
学
の
設
立

・
運
営
に
従
事
し
て

手作り体験は未来を拓く
描 松 く り    元 。東京工業大学学長

東京工業大学 学長時代の末松安晴さん

議
議
議
濃
鱗
丹
襲
鐵
さ
ん

『土
岐
市
城
陵
会
』
＝
山
村

武

一
会
長

［中
２４
］
＝
の
総
会

は
、
六
月
十
日
、
セ
ラ
ト
ピ
ア

土
岐
で
、
柘
植
同
窓
会
長
、
石

井
校
長
ら
の
来
賓
を
招
き
、
会

員
四
十
三
人
が
出
席
し
て
開
い

た
。
記
念
講
演
は
丹
羽
宏
さ
ん

［中
２３
］
の

「野
鳥
と
人
生
」
。

織
機
蜀
謳
状
と
霧
蕪
陸
踪
く

『瑞
浪
恵
窓
会
』
＝
渡
辺
千

介
会
長

［中
２２
］
＝
の
総
会
は
、

十
月
二
十
八
日
、
サ
ン
ラ
イ
ズ

瑞
浪
で
開
き
、
柘
植
同
窓
会
長
、

石
井
校
長
ら
来
賓
五
人
、
会
員

二
十
四
人
が
出
席
し
た
。
石
井

校
長
の
講
話

「恵
那
高
の
現
状

と
将
来
に
つ
い
て
」
を
聴
い
た
。

難
議
襲
鰊
継
二
曇
ン
撃
‡
卜

『中
津
川
恵
那
高
会
』
＝
間

譲
嗣
会
長

［中
２４
］
＝
は
、
十

一
月
十
八
日
、
柘
植
会
長
、
石

井
校
長
ら
の
来
賓
と
会
員
四
十

人
が
出
席
し
て
勝
宗
で
開
き
、

新
会
長
に
西
戸
登
さ
ん

［中
２４
］

を
選
ん
だ
。
今
年
は
小
倉
恵
美

子
さ
ん

［高
２３
］
ら
四
人
の
軽

音
楽
バ
ン
ド

『
コ
コ
』
に
よ
る

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
大
好
評
。

に
簸
二
重
‡
グ
ラ
フ
ト
奮

『名
古
屋
恵
那
高
会
』
＝
各

務
芳
樹
会
長

［中
１８
］
＝
の
十

三
年
度
総
会
は
、
十

一
月
三
十

日
、
名
鉄

ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
開
き
、
会
員
百
三
十
人

に
柘
植
同
窓
会
長
、
石
井
校
長

ら
来
賓
が
出
席
し
て
開
い
た
。

簾
類

。
Ｎ
面
か
餐
十
二
爾
鰹

『坂
下
城
陵
会
』
＝
古
谷
竜

三

［中
１９
］
世
話
役
＝
の
総
会

は
、
十
月
二
十
八
日
、
川
上
村

夕
森
荘
で
十
二
人
が
出
席
し
て

開
催
。
例
年
ど
お
り
東
京
か
ら

小
川
留
三
さ
ん

［中
１２
］
、
石
垣

信

一
さ
ん

［中
１９
］
、
関
西
か
ら

村
瀬
徳
之
助
さ
ん

［中
１２
］
ら

が
元
気
に
参
加
し
た
。

大
菫
轍
マ
ン
事
で
炒
く

『明
智
恵
中
会
』
＝
保
母
政

基
会
長

［中
１２
］
＝
の
第
六
回

総
会
は
、
十

一
月
二
十
七
日
、

明
智
駅
前
の
大
正
ロ
マ
ン
亭
で

十
七
人
が
参
加
し
て
開
い
た
。

蕪
鱚
鏃
議
念
鐵
農
鸞
轟
懇

『中
学
十
七
回
生
会
』
＝
今

井
正
己

・
幹
事
＝
は
十
月
二
日
、

瑞
浪
市
の
明
世
温
泉

・
観
月
荘

に
二
十
二
人
が
集
ま
っ
て
開
催
、

懇
親
を
深
め
た
。
来
年
は
創
立

８０
周
年
記
念
式
典
の
当
日
、
式

典
に
出
席
後
に
開
催
す
る
。

議
甕
羹

一
さ
ん
や
纂
参
り

『恵
中

一
八
会
』
＝
世
話
人

代
表

。
安
江
宗
夫
さ
ん

［
中

‐８
］
＝
は
、
十
月
三
十
日
、
三

十
二
人
が
参
加
し
、
坂
下
町
の

故

・
吉
田
美

一
さ
ん

［中
１
］

の
墓
に
参
り

『城
陵
歌
』
を
合

唱
し
た
後
、
川
上
村

・
夕
森
荘

で
懇
親
会
。
翌
日
は
妻
籠

・
馬

籠
宿
を
見
学
し
て
解
散
。

編
集
担
当
　
古
山
　
精

［中
２２
］

鰤
饒
躊
隋
酪
儡
鰊
輻
躙
魃
靱

『城
陵
』
編
集
部
で
は
、
校

歌
作
曲
者

・
草
川
宣
雄
さ
ん
の

子
孫
を
探
し
て
い
ま
し
た
が
、

長
野
市
教
育
委
員
会
の
協
力
に

よ
り
、
こ
の
ほ
ど
、
草
川
誠
さ

ん

（末
弟

・
草
川
信
さ
ん
次
男
）

と
接
触
。
履
歴

・
プ

ロ
フ
ィ
ー

ル
と
写
真
を
提
供

い
た
だ
き
ま

し
た
。
詳
細
は
次
号
の

『
八
十

年
の
軌
跡
』
で
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
で
、
創
立
８０
周
年
を
機

に
作
詩
者

。
所
三
男
さ
ん
、
作

曲
者

・
草
川
宣
雄
さ
ん
の
肖
像

写
真
を
校
長
室
に
飾
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

草川宣雄さん


